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プログラム

の概要 

高度情報化や少子高齢化がもたらした今日の社会的問題の解決を目指し、「心を知
り、心をはぐくむ」という目標のもと、実験科学、フィールド科学、臨床実践科学の連
携による融合科学としての心理学の世界的研究教育拠点を形成し、心の働きの総合的理
解を進める。 

拠点形成の

目的・必要

性 

情報化社会や少子高齢化社会など、人類がかつて経験したことのない状況が急速に
到来する中で、物質文明への疑問や将来への不安などが人心を混乱させ、さまざまな社
会的問題を生んでいる。我々は、実験科学、フィールド科学、臨床実践科学の連携によ
り、融合科学としての心理学を志向し、新たな知の方法論を切り拓くとともに、未来を
展望できる21世紀の人間観を創出し、それらを国際社会に向けて発信することを通じ
て、現代社会の要請に応えたい。京都大学においては、多数の部局に分散して存在する
心理学関連講座が、相互に学術的交流を保ちながら、基礎的認知過程から脳科学、臨床
実践にわたる広範な領域で国際的に高く評価される業績を挙げてきた。個性や多様性を
重んじつつも互いに協調し切磋琢磨していくという京都大学の伝統に基づいたこの特
色を、本計画で我々は飛躍的に発展させ、各部局の特質を尊重しつつ、複数部局の心理
学関連講座を束ねるヴァーチャルな連合組織－心理学連合－を構想した。多様な方法論
に基づくアプローチにより相互に連携しつつ研究を推進し、総合的な心の理解を目指
し、融合科学としての心理学の世界的研究教育拠点を形成する。 

研究拠点形

成実施計画 

「心を知り、心をはぐくむ」という目標にアプローチするため、自然的現実との相
互作用、社会的現実との相互作用、内的現実との相互作用の３領域を「心の宇宙」と名
づけた問題空間として設定し、ここに、相互に関連する以下の４研究課題を最重要課題
として設定する。課題ごとに、３問題空間に関わる具体的研究課題を設定し、心の総合
的理解を目指す。Ａ．イメージと表象の性質と機能：あらゆる心的活動の基盤となる心
的イメージや表象の性質や形成過程、機能、脳内機序等を分析する。Ｂ．身体化される
心：物理的・社会的外界認識における心身の関わりを実験心理学的に分析し、身体と心
の関係にまつわる問題のカウンセリングの実践から、医学等への提言を探る。Ｃ．文化
・社会的環境との相互作用：文化・社会的環境と心的機能の関連を比較文化的アプロー
チ等を通じて分析するとともに、社会的現実への不適応により生じる種々の心理的問題
の解決を、臨床実践を通じて探る。Ｄ．進化と生涯発達：学習、発達から進化に至るま
での心の発生過程を発達比較、種間比較等を通して明らかにする。また臨床的実践にお
いても、生育史と問題行動との関連性の分析を通じて、説得力のある社会政策や教育政
策を提案する。 

教育実施計

画 
主たる施策は、研究活動を支援するカリキュラムの新規開設、研究指導の部局超越化、
及び、現在多部局に分散して実施されている大学院教育カリキュラムの統合とそれに伴
う基礎教育カリキュラムの共通化である。その一部はすでに実施されているが、これを
さらに大規模な統合へと発展させたい。なおこれらは、教官は個々の部局・講座に所属
したままで実施されるヴァーチャルな心理学連合の新規教育活動である。 
大学院生の研究活動に関わる施策として、「心理学の最先端」セミナーの開設、国際
大学院生交流の推進、部局間研究グループによる共同指導、指導教官互換性の実施、臨
床実践を支援するシステムの整備、などを実現する。 
講義・単位に関わる施策としては、大学院共通科目の新規開設、大学院単位完全互換
性の実施、修士論文審査の共通化、博士論文審査の共通化、を実現する。 
さらに、上記の大学院教育改革をより効果的にするため、学部教育に関しても、講義
等単位の完全互換性の導入、心理学導入教育の実施、２回生向けの初級実験の共同実施、
卒業論文指導及び審査の部局超越化、を実現する。 



研究課題研究課題

Ａ．「イメージと表象の
性質と機能」

Ｂ．「身体化される心」

Ｃ．「文化・社会的環
境との相互作用」

Ｄ．「進化と生涯発達」
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自己
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１．大学院生の研究
活動に関わる施策

２．大学院生の講義・
単位に関わる施策

３．学部学生の講義・
単位に関わる施策

バーチャルバーチャル
研究科的活動研究科的活動
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